３　休み時間・放課後に地震が発生した場合
（１）教室・廊下・階段（休み時間）
第一次行動
○平素から担当場所を明確にしておく。
　　○校地内のすべての場所について地震が発生したらどのように第一次行動をしたらよいのかを明確に児童・生徒に指導しておく。
	教師の指示、行動
	留意事項

	教室　「机の下に入りなさい」
廊下
階段　　「近くの教室の机の下に入りなさい」
「机のあしを両手で持ちなさい」
「防災ずきんをかぶりなさい」
「落下物やガラスの破片に気をつけなさい」
「先生の言うとおりにしなさい」
「けがをした者はいませんか」
「いたら大声で知らせなさい」
「周りにだれがいるのかよく見ておきなさい」

	

○あしをしっかり持つことを徹底させる。
○防災ずきんや座ぶとんがない場合は
代用のもので頭をおおう。
○パニック状態にならないよう毅然とした
態度をとる。


○適切な状況判断により、次の行動の
指示をする。


第二次行動
○校庭や周りの状況を見て判断し、行動する。
○状況により、無理に外に出る必要はない。
	教師の指示、行動
	留意事項

	「廊下にならびなさい」
「先生について外に出なさい」
「頭に気をつけなさい」
「集まれ、友達がいるか確かめなさい」
「自分の組のところへ行ってならびなさい」

	
○頭をおおいながら口を閉ざし、他人を
押さないようにさせる。

○防火扉が閉じた場合は、開けて避難する。



○この後は学級担任の指導下に入る。
（要領は普通教室と同じ）


昇降口（休み時間）「外に出て、校庭に集まってすわりなさい。」
　　　　　　　　　その後の要領は、（３）校庭（休み時間）と同じ。
（２）体　育　館（休み時間・放課後）
第一次行動
	教　師　の　指　示　、　行　動
	留　意　事　項

	「真ん中の安全な場所へ集まってすわりなさい」
「頭をおおえ、頭を低くしなさい」
「心配するな先生に言うとおりにしなさい」
「けがをした者はいませんか」
「いたら大声で知らせなさい」
「周りにだれがいるかよく見ておきなさい」
	○出入り口は開ける。
地震を感じたら担当教師は迅速に体育
館にかけつける。
○落下物から身を守ることができる真ん中の安全な場所を確認する。
○防災袋・ヘルメットは館内に常備して
　おく。
○口を閉じて敏速に行動させる。
○教師は毅然とした態度をとる。
　児童・生徒を確実（人数）に掌握す
　る。
勝手な行動をさせない。
　応急手当をする。
○適切な状況判断により、次の行動の指
示をする。



◎第二次行動は教室に準ずる

（３）校　庭（休み時間・放課後）
第一次行動
	教　師　の　指　示　、　行　動
	留　意　事　項

	「校舎（石垣・電柱・塀）から離れなさい」
「真ん中（安全な所）へすわりなさい」
「心配するな。先生の言うとおりにしなさい」
「けがをした者はいませんか」
○止血程度の応急手当をする。
○児童・生徒を落ち着かせる。
「周りにだれがいるかよく見ておきなさい」
「自分の学年・組の所へ行ってならびなさい」

	○担当教師は校庭にかけつける。
○大声で指示する。
○口を閉じて敏速に行動させる。
○地割れ等の状況を見ながら避難場所を
　替える。
○毅然たる態度で児童・生徒を確実に掌
握する。
○教師の指示に従って行動させる。
　（校舎には入らせない）
　けがの有無を調べる。手当をする。
　児童・生徒を確実に掌握する。
○口を閉じて、次の指示を待たせる。
○すばやく自分の組の所へ行かせる。
○平素から集合場所、学年旗の確認をさ
せておく。


◎第二次行動は普通教室に準ずる。
（４）便　所（休み時間・放課後）
第一次行動
	教　師　の　指　示　、行　動
	留　意　事　項

	「戸を開けなさい」
	
担当教師は便所その他の場所を見回
り、児童・生徒がいるか確認する。

	「窓から離れてすわりなさい」
「頭に気をつけなさい」
「けがをしたものはいませんか」
「校庭に出て学年・組の所へならびなさい」

	　○避難路を確保する。
　近くの教室から防災袋・ヘルメット
　を用意する。
○あわててとび出さない。ガラスの飛散
　から身をさけ、頭を保護させる。
　けがの有無を調べる。
　応急手当をする。
　児童・生徒を確実に掌握する。
○口を閉じて次の指示を待たせる。
　避難路をさがして外に出る。



◎第二次行動は普通教室に準ずる。
地震を感じたら敏速に担当場所へかけつける。





出入り口の戸を開けて避難口を確保する。





火を消す。電源を切る。ガス栓を閉める。窓を開ける。





応急手当をする。





避難経路を確認し、避難指示をする。





他の教室や便所にも声をかけ、教師の


いない教室の児童・生徒も連れ出す。





防災袋を持って出る。





逃げ遅れた児童生徒がいないか調べる。





万一、逃げ遅れた児童生徒がいたら、


他の教師にその場を頼んで救出する。
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